
 
 
 

岩
手
県
議
会
環
境
福
祉
委

員
会
は
、
一
月
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
、
三
陸
の
海

を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手

の
会
が
提
出
し
た
「
海
に
、

空
に
、
放
射
能
を
流
さ
な

い
こ
と
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
国
の
説
明
を
求

め
ま
し
た
。

招
致
さ
れ
た
参
考
人
の

経
済
産
業
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
規
制
課
長
石
井
康
彦

氏
は
、「
再
処
理
施
設
の
安

全
規
制
」
と
い
う
冊
子
を

も
と
に
、
六
ヶ
所
工
場
か

ら
海
に
放
出
さ
れ
る
放
射

性
物
質
は
、「
法
令
で
定
め

る
数
値
を
充
分
下
回
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
活
発
な
質
疑

が
な
さ
れ
、
心
配
す
る
県

民
五
十
数
名
が
九
席
の
傍

聴
席
に
交
代
で
座
り
傍
聴

し
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い

て
は
今
回
も
継
続
審
議
と

し
ま
し
た
。

「
安
全
の
結
論
」
に
至
っ
た

資
料
の
説
明
が
な
い

石
井
課
長
は
、
経
産
省
原

子
力
安
全
・
保
安
院
や
内
閣

府
原
子
力
安
全
委
員
会
の
組

織
の
説
明
か
ら
始
め
て
、
国

は
再
処
理
施
設
に
対
し
て
安

全
評
価
や
放
射
性
物
質
の
放

出
管
理
な
ど
を
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
と
説
明
し
ま

し
た
。
そ
し
て
「
大
気
や
海

洋
、
魚
介
類
の
摂
取
な
ど
を

含
め
、
人
の
健
康
に
与
え
る

度
合
い
を
表
す
線
量
は
、
法

令
で
定
め
る
年
間
１
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
で
あ
る
」
と
強

調
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
結
論
を
出
す
に
至
っ
た
、

具
体
的
な
調
査
結
果
や
計
算

経
過
を
示
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
昼
休
み
を
は
さ

ん
で
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ

れ
、
請
願
は
ま
た
も
継
続
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
岩
手
県
内
の

サ
ー
フ
ァ
ー
有
志
か
ら
も
県

議
会
議
長
宛
て
「
海
へ
の
放

射
能
放
出
中
止
の
要
望
書
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
質
疑
と
課
長
の

回
答
の
大
筋
は
次
の
通
り
。

（
傍
聴
者
の
メ
モ
に
よ
る
）

岩
手
へ
の
説
明
が
不
十
分
、

反
省
し
て
い
る

（
質
問
）

及
川
幸
子
議
員
（
民
主
県
民
）

石
井
課
長
は
青
森
県
で
ど

の
程
度
説
明
を
行
っ
た
の
か
。

請
願
内
容
に
年
に
四
万
七
千

人
の
急
性
致
死
量
と
あ
る
が

ど
う
な
の
か
、
子
孫
へ
の
影

響
は
ど
う
な
の
か
。

（
回
答
）

石
井
課
長

青
森
県
で
は
各

種
の
委
員
会
や
説
明
会
に
出

席
し
た
。
今
ま
で
岩
手
県
で

充
分
説
明
が
出
来
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

放
射
能
除
去
装
置
は

経
済
的
採
算
が
問
題

三
浦
陽
子
議
員
（
民
主
県
民
）

放
射
線
の
感
受
性
が
高
い

胎
児
や
子
ど
も
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
る
。
放
射
能
の
除

去
装
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

石
井
課
長

い
ろ
い
ろ
な
ケ

ー
ス
を
考
え
て
計
算
し
て
も
、

周
辺
住
民
の
被
曝
は
年
間

０
・
０
２
２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
で
年
間
摂
取
限
度
以

下
で
あ
る
。
除
去
装
置
は
研

究
中
で
あ
る
。
ク
リ
プ
ト
ン

の
回
収
技
術
は
ま
だ
実
用
化

レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

技
術
的
に
確
立
す
る
だ
け
で

な
く
、
費
用
の
経
済
性
の
問

題
も
あ
る
。

青
森
県
議
会
提
出

除
去
建
屋
配
置
図
の
経
緯
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放射能は 「海水で薄められるから」？ 「安全」 ？

× ＝

経口急性致死量

４万７千人分
放射能の濃縮 「０．０２２㍉シーベルト以下」？



傍
聴
に
駆
け
つ
け
た
人
々

岩
手
県
議
会
二
Ｆ
ロ
ビ
ー

傍聴者感想、あれこれ

◆冬休み最後の日、息子が「ボクも放射能はイヤだ」と

いってついてきました。本当にこれは次世代の子ども達

の問題です。

◆保安院課長は「クリプトンやトリチウムは回収はでき

るがその貯蔵は危険でできない」と語りました。そのよ

うな技術では数万年隔離が必要な高レベル最終処分貯蔵

は絶対に出来っこありません。トリチウム除去装置は「ふ

げん」にはついていました。トリチウムは、約１２０年

間貯蔵すれば、放射能は減衰します。「除去装置設置の可

能性は否定できない」との言を得たことは少し前進。

◆岩手県への説明が不十分だったことを認め「反省して

いる」と述べたことは評価出来ます。ならば、原燃へこ

の言葉を伝え説明責任を果たすようにしてほしい。

◆課長は「除去装置の設置で、企業経営に経済的負担を

かけるわけにはいかない」と語りました。これは 40年前

の公害全盛期にさかのぼったような時代錯誤の発言で企

業利益優先という発想です。漁業者の不利益はどうなる

のでしょう？ 除去装置の開発について、国や原燃はど

のくらい予算をかけて、いつからどのようにやっている

のか、知りたいものです。

◆議員さんはそれぞれ、他の問題も抱えながら熱心に取

り組み、頑張って頂いたと思います。

◆海洋の環境影響調査もせずに「安全だ、安全だ」とお

題目を唱えている国（経産省）でした。海洋生態系がど

うなっていくか、全くふれられませんでした。

◆報道各社がかなり入っていました。夕方のテレビでは

２局が放映してました。もっともっと取り上げてほしい

です。

及
川
あ
つ
し
議
員
（
無
所
属
）

昨
年
の
放
出
で
は
原
発
規

制
値
の
約
一
四
〇
〇
倍
の
濃

度
の
日
も
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
除
去
技

術
の
そ
の
後
の
進
歩
は
な
い

の
か
。
青
森
県
議
会
提
出
資

料
図
に
あ
っ
た
除
去
建
屋
が

抹
消
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か

石
井
課
長

原
発
は
温
排
水

で
あ
る
が
、
再
処
理
は
海
岸

よ
り
三
㌔
先
の
海
底
に
各
種

の
放
射
能
の
入
っ
た
廃
液
を

放
出
す
る
。
核
種
ご
と
に
評

価
し
、
管
理
値
を
超
え
な
い

よ
う
に
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

も
義
務
化
し
て
い
る
。
除
去

装
置
は
、
五
年
ご
と
に
新
し

い
技
術
導
入
を
審
査
し
て
い

る
。
六
三
年
に
青
森
県
議
会

へ
提
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

「
除
去
建
屋
配
置
図
」
は
、

原
燃
の
内
部
資
料
が
漏
え
い

し
た
も
の
が
流
れ
た
も
の
で

あ
る
。
将
来
除
去
装
置
の
見

通
し
が
つ
い
た
と
き
設
置
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
記
さ
れ
た
も

の
で
、
提
出
後
に
末
梢
し
た

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
身
体
に
入
っ
て

も
す
ぐ
出
て
行
く
？

高
橋
元
議
員
（
民
主
県
民
）

放
射
能
は
毎
日
放
出
さ
れ

る
の
か
。
海
洋
へ
蓄
積
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
の
か
。
東
海

村
再
処
理
工
場
と
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
の
違
い
は
何
か
。

石
井
課
長

ク
リ
プ
ト
ン
は
、

使
用
済
み
燃
料
が
せ
ん
断
さ

れ
る
度
に
放
出
さ
れ
る
。
ト

リ
チ
ウ
ム
は
水
素
と
同
じ
で

身
体
に
入
っ
て
も
出
て
行
く
。

ヨ
ウ
素
１
２
９
は
議
論
が
あ

る
と
こ
ろ
で
、
放
射
線
研
究

所
で
海
水
実
験
が
行
わ
れ
た
。

東
海
工
場
も
六
ヶ
所
工
場
も

フ
ラ
ン
ス
の
技
術
で
設
計
思

想
は
同
じ
で
あ
る
。

再
処
理
は
、
除
去
技
術
が
出

来
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

高
橋
博
之
議
員
（
政
和
社
民
）

除
去
装
置
は
技
術
的
に
は

既
に
確
立
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

余
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
そ
ん

な
に
急
い
で
再
処
理
を
行
う

の
か
。
除
去
装
置
が
で
き
て

か
ら
で
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
工

場
周
辺
の
白
血
病
の
増
加
に

つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
も

認
め
て
い
る
。
水
俣
病
、
Ｃ

型
肝
炎
に
つ
い
て
も
政
府
が

安
全
と
言
っ
て
も
疑
わ
し
い
。

予
防
原
則
が
大
事
で
あ
る
。

法
令
の
数
値
は
本
当
に
安
全

か
、
京
大
山
名
先
生
も
「
放

射
線
は
リ
ス
ク
が
な
い
と
は

言
え
な
い
」
と
答
え
て
お
ら

れ
る
。
ま
た
米
国
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
放
射
線
は
微
量

で
も
危
険
と
報
告
し
て
い
る

が
ど
う
か
。

石
井
課
長

今
後
は
、
出
来

れ
ば
、
除
去
装
置
を
つ
け
可

能
な
限
り
放
出
を
少
な
く
す

る
こ
と
を
事
業
者
へ
求
め
て

い
く
方
向
で
あ
る
。
し
か
し
、

民
間
の
事
業
場
で
あ
り
、
除

去
装
置
を
つ
け
る
た
め
に
、

大
き
な
資
金
が
か
か
る
の
で

は
指
導
で
き
な
い
。
ク
リ
プ

ト
ン
の
除
去
技
術
は
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
除
去
し
た
も

の
を
安
全
に
貯
蔵
す
る
保
証

が
な
い
。

放
射
能
の
安
全
規
制
に
つ

い
て
は
、
国
際
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
や
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
の
規
制

値
に
従
う
。
放
射
能
の
影
響

に
は
「
確
定
的
影
響
」
と
「
確

率
的
影
響
」
が
あ
る
。
経
済

活
動
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
に

は
そ
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

青
森
県
知
事
へ
質
問
状

青
森
岩
手
宮
城
の

二
一
団
体

十
二
月
二
七
日
、
花
と
ハ

ー
ブ
の
里
（
六
ヶ
所
村
）、
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
八

戸
市
）
、
岩
手
の
会
（
盛
岡
市
）

な
ど
青
森
、
岩
手
、
宮
城
の

二
一
市
民
団
体
は
連
名
で
、

三
村
申
吾
青
森
県
知
事
に

「
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
に

関
わ
る
質
問
状
」
を
提
出
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
に
よ
り
濃
度
規
制

も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
大
量
の

放
射
能
廃
液
が
海
に
流
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
ど
う
思
う
の

か
、
安
全
協
定
に
あ
る
放
射

能
低
減
の
努
力
は
な
さ
れ
て

い
る
の
か
、
放
射
能
除
去
装

置
設
置
を
原
燃
に
指
導
す
る

こ
と
、
廃
液
で
三
陸
海
岸
ま

で
放
射
能
汚
染
が
広
が
っ
た

場
合
の
責
任
は
ど
う
な
る
の

か
、
風
評
被
害
補
償
を
岩
手
、

宮
城
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
な

ど
二
五
項
目
に
亘
り
ま
す
。

青
森
県
庁
を
訪
れ
た
代
表
は
、

一
月
十
五
日
ま
で
に
回
答
を

受
け
取
り
た
い
と
伝
え
、
青

森
県
当
局
に
手
渡
し
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
固
化
体
に
つ
い
て

経
産
省
へ
要
請
行
動

昨
年
十
一
月
に
開
始
さ
れ

た
六
ヶ
所
工
場
の
ガ
ラ
ス
固

化
体
の
製
造
工
程
に
は
、「
ガ

ラ
ス
溶
融
炉
内
の
温
度
が
安

定
せ
ず
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
を
均
質
に
ガ
ラ
ス
固
化
体

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
重
大
な
技
術
上
の
問
題

が
あ
る
と
し
て
、
美
浜
の
会

や
原
子
力
資
料
情
報
室
、「
岩

手
の
会
」
な
ど
十
四
団
体
が

一
月
十
五
日
、
経
産
省
へ
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
要

望
事
項
は
、
１
、
ガ
ラ
ス
固

化
工
程
の
ト
ラ
ブ
ル
の
実
情

に
つ
い
て
あ
る
が
ま
ま
に
公

開
す
る
こ
と
。
２
、
ト
ラ
ブ

ル
が
解
決
す
る
ま
で
、
再
処

理
作
業
を
止
め
る
こ
と
、
と

申
し
入
れ
ま
し
た
。


